
第９号様式（第 13 条関係） 

                                  令和７年７月７日 

 葛飾区長あて 

所在地 葛飾区青戸 7-2-1       

名 称 (株)青戸サービス       

代表者 代表取締役社長 青戸 太郎  

葛飾区人材確保・人材定着支援事業費助成金交付申請兼実績報告書 

 

葛飾区人材確保・人材定着支援事業費助成金について、葛飾区人材確保・人材定着支援事業

費助成金交付要綱第 13条の規定により下記のとおり申請及び報告いたします。 

記 

 １ 助成金交付申請兼実績報告額   金 300,000 円（消費税抜き、千円未満切り捨て） 

助成対象経費  助成率  助成金交付申請(実績報告)額 

600,000 円 × １／２ ＝ 300,000 円 

 ２ 助成対象事業の実施期間  令和７年６月 20 日から 令和７年６月 27 日まで 

３ 助成対象事業の内容   ファン付きベスト、大型ストーブの購入              

４ 添付書類 

  （１）葛飾区人材確保・人材定着支援事業計画書（別紙様式１） 

  （２）企業概要（別紙様式２） 

（３）就業規則（育児・介護休業法に対応した就業規で労働基準監督署に届出済み

のもの。） 

  （４）葛飾区ＳＤＧｓ宣言証の写し 

（５）法人の場合：決算を終えた直近期の法人都民税納税証明書（本店が都外でかつ事

業所等に課税されてない場合は、本店登記地の法人道府県民税納税

証明書） 

個人事業主の場合：前年度の特別区民税納税（非課税）証明書（葛飾区外在住の者にあ

っては、区の特別区民税の事業所課税の納税（非課税）証明書 

（６）助成対象経費に係る領収書の写し（内訳が不記載の場合は見積書又は請求書の写し

を合わせて提出すること） 

（７）事業実施後の写真（工事の場合に限る） 

（８）従業員名簿（別紙様式３） 

（９）申請月の前月の賃金台帳の写し 

（10）葛飾区ワーク・ライフ・バランス推進企業の認定通知書(第６条第１項の規定による

葛飾区ワーク・ライフ・バランス推進企業の認定を受けた者に限る。) 

（11）その他区長が必要と認める書類 

５ 担当者連絡先 

（住所） 〒125-0062 葛飾区青戸 7-2-1 

（所属） 総務グループ 

（氏名） 立石 陽子 （電話） 03-3838-5556 

（E-mail） 051200@city.katsushika.lg.jp 
 

助成対象となる事業費の
⾦額（領収書の⾦額以
内）を記入してください。 

助成対象となる事業費の⾦額の
1/2 を千円未満切り捨てで記入して
ください。 

購入(納品)〜代⾦⽀払(領
収書日付)の期間を記入して
ください（いずれも令和 7 年
度内です）。同日で完了した
場合は、「〇月〇日」としても
かまいません。 

内訳は、「事業計画書(別紙様式 1)」に記載いただく
品名・数量と突合できるものをご⽤意ください。 

この件に関する問い合わせ担当者を記入し
てください。 
「所属」欄は、部署名などあれば記入してく
ださい。 

所在地︓本店登記地または主たる事業所の
所在地 

名称︓法人名、個人の場合は屋号(あれば) 

代表者︓法人の場合は役職名も記入 

※この先の、実績報告書、請求書において
も、本欄の内容（所在地、名称）と同
様に記入いただきますのでご留意くださ
い。 



 

 

 

葛飾区人材確保・人材定着支援事業計画書 

助成対象事業 

の 内 容 

・ 屋外で作業する従業員用のファン付きベストを購入 

・ 事務室内で使用する大型ストーブを購入 

助成対象事業 

の実施場所 

 

上記実施場所で

業務従事してい

る従業員数 

  

現況、課題 

・ 屋外作業が多く、また自転車で外回りをする必要があるが、夏場は汗だく

で業務をしており、熱中症の危険がある。 

・ 事務所内でエアコンの温風が届きづらい場所があり、そこで作業する従

業員は冬になると外着を着て執務をしている。 

見込める効果 

・ 従業員の健康上のリスクが軽減され、快適に働けるようになるため、業

務効率が上がる。 

・ 業務環境を改善することで、人材採用の面で会社の魅力が向上する。 

助成対象事業 

実施場所の写真 

 

※工事予定箇所

を枠囲みするこ

と 

 

※備品・消耗品

購入のみの場合

は写真添付不要 

 

事業者名：（株）青戸サービス 

法人は会社名、個人は氏名を記入してください。 

10 人 (１日当たりの常時従事する人数) 

別紙様式１ 

購入した備品／消耗品を
設置／使⽤する事業所の
所在地を記入してください。
(葛飾区内に限ります) 

葛飾区青戸 7-2-1 

工事費⽤を申請しない場合は、この欄は
記載不要です。 

人材採⽤や人材定着の⾯で、どのような効果が⾒込
めるか記載してください。 

(購入した備品／消耗品を設置／使⽤する事業所に常時いる従業
員の人数の 1 営業日平均です。) 

先に別紙様式３「従業員名簿」を作成し、（e）欄の数値を
記入してください。 
 



 

事業所等の間取り

と助成対象事業 

実施場所の位置 

 

 

※助成対象事業 

をする箇所を 

枠囲みすること 

 

 

※備品・消耗品 

購入のみの場合 

は記載不要 

 

工事費⽤を申請しない場合は、この欄は
記載不要です。 



 

備 品 ・ 消 耗 品 

の数量及び使用

場 所 

 

 

※工事費･設計費 

の み の 場 合 は 

記 載 不 要 

No. 名称 数量 使用場所 

例 ファン付き作業服 10 着 工事現場 

1 ファン付きベスト 10 着 作業現場、取引先回り 

2 大型ストーブ 2 台 事業所内事務室 

3   
 

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

14    

15    

 

応接室など、社外の方の対応を主目的とした場所や住居兼⽤
スペースに設置する備品は、助成対象になりきません。 

助成対象となる消耗品の数量は、本計画書 1 ページ目の「上記実施場所で業務従事し
ている従業員数」（別紙様式３「従業員名簿」の（e）欄）が上限です。 



 

企 業 概 要 

法人名・屋号 (株)青戸サービス 

代表者名 代表取締役社長 青戸 太郎 

本店・事業所 

所 在 地 

〒125-0062 葛飾区青戸 7-2-1（本店） 

 

    葛飾区立石 5-13-1（葛飾営業所） 

    埼玉県八潮〇〇〇〇〇〇（埼玉営業所） 

電話 03-3838-5556（本店） ＦＡＸ 03-3838-5551（本店） 

ホームページ 

ア ド レ ス 
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

資 本 金 

（法人の場合） 
1,000 万円 業種 清掃サービス 

設立(開業)年月 西暦 １９９０年 ４月 
区 内 営

業年数 
３２年  

従業員数 

 

    ３２人（うち区内事業所等に従事する人数 １５人） 

※家族従業員および役員を除く 

事業内容  

 

別紙様式２ 

事業所が複数ある場合は、すべて記
入してください。 
（その中で、葛飾区内の事業所のみ
が本助成事業の対象です。） 

法人の場合は、役職名と氏名を記入
してください。 

詳細な事業内容を記載
してください。 

別紙様式３ 従業員名簿 に記載した
従業員数を記入してください。 



従　業　員　名　簿

事業所名

10時間

5日

No. 従業員氏名 採用年月日

(a)
1日当たりの
勤務時間
(時間)

(b)
週当たりの
勤務日数

(日)

（c)＝(a)×(b)
週当たりの
勤務時間
(時間)

1 水元　一郎 平成〇年〇月〇日 8 5 40

2 水元　一絵 平成〇年〇月〇日 8 5 40

3 金町　次郎 平成〇年〇月〇日 8 5 40

4 金町　三郎 平成〇年〇月〇日 8 5 40

5 金町　次子 平成〇年〇月〇日 8 5 40

6 新宿　四郎 平成〇年〇月〇日 8 5 40

7 新宿　五郎 平成〇年〇月〇日 8 5 40

8 新宿　三津子 平成〇年〇月〇日 8 5 40

9 新宿　しのぶ 平成〇年〇月〇日 6 5 30

10 柴又　六三郎 平成〇年〇月〇日 6 5 30

11 柴又　むつみ 平成〇年〇月〇日 6 4 24

12 柴又　七恵 平成〇年〇月〇日 6 4 24

13 高砂　七之助 平成〇年〇月〇日 6 4 24

14 高砂　八重子 平成〇年〇月〇日 6 4 24

15 高砂　八太郎 平成〇年〇月〇日 6 4 24

16

17

18

19

20

500

10人

別紙様式１「葛飾区人材確保・人材定着支援事業計画書」の1日当たりの常時従事する人数　に記載

1日当たりの営業時間(A)

週当たりの営業日数(B)

(株)青戸サービス

（d）　　合計（時間）　

（e）＝(d)÷((A)×(B))　　1日当たりの常時従事する人数（人）

※助成対象事業を実施する事業所等で業務従事している従業員について記載してください
※20人以上の場合は行を挿入して作成してください
※記載した従業員の賃金台帳の写しを提出してください（申請月の前月分）

別紙様式３

自動計算で算出されます。
式を加工しないでください。

在
籍
し
て
い
る
の
は
1
5
人

1日(この場合は10時間)
当たりは10人

事業所等に在籍している従業員について記入してください。
・ 朝出て⾏って⼣方戻るような勤務でも１人換算
・ 曜日ごとに出勤人数が違う場合は、１日平均
・ パート、アルバイトも含む


